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The authors used Laxonalin in 49 cases of obstinate chronic constipation resistant to 
other laxatives. It was proved that Laxonalin was a useful laxative. Laxonalin showed 
good effects to habitual constipation and dolichocolon but was not sufficient acting in 
megacolon. It seems that Laxonalin is effective to constipation due to functional disorders 
but the effect is not sufficient to constipation caused chiefly by organic colonic changes. 








































(3) フムノール7 クレインと比較しP 作用は 3.2倍
強 IJ勺毒性は｛尽く，且つ3倍早く作用を現わす
C H.ベーリンガーイーン社の方で 1236例の鶴床
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いる．便通分布は3～ 10日に l行で＇ 5～ 7日に 1行
の者が長も多い
投与方法及び量・全例に 1日1回就寝時に錠剤（ I 
錠中60皿g含有）として屯用せしめた.tz与量は最初便



















































の排便を見たがy 逆に 120mgに減量する事によりp 気
持よく大量の排便があり＇ 60mgの維持量で快適に 1日
I行の排便を維持し得た例である．之は腸機能特に
Auerbach神経叢の被刺激性元進時には，逆に正常化
への機転をも本剤が持つ可能性を示す例でp 今後更に
追究したいー
いずれにせよp 本剤は薬理学的特性やp 臨床実験の
一層の追求が要望されるがp 現在の段階でも適当な症
例を撰択すれは，非常に有用な薬剤と云えよう．
5.結論
我々は頑聞な慢性便秘を主訴とする患者49名にp
Laxonalinを使用し， 本剤が有効な緩下剤である事を
知った．
1.習慣性便秘には効果良好で，結腸過長症には相
当の効果が期待されるがp 巨大結腸症では効果が
なかった．
2.機能的原因に由来する場合には有効で，器質的
変化を主因とする場合には効果がないものと恩わ
れる．
3.尚本剤使用中は認むべき副作用はなかった．
